
周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 370　地方卸売市場

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　全国各地の産地から生鮮食料品等を集荷
し、公正な取引方法により適正、かつ安定し
た価格を形成し、もって流通の円滑化を図る
ことによって、市民の食生活等の安定に資す
ることを目的に設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 卸売市場
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市鼓海1-324-18
駐車可能台数 475台 敷地面積 56,341㎡

管理形態 直営 延床面積 16,788㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 Ｓ造

耐震性あり 主要建物建築年 Ｈ5 3階

耐震工事の実施状況 － 避難所の指定  7,164,099千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｂ

主な構成施設

主要施設
卸売場2、仲卸売場7、定温倉庫5、バナナ加工所、倉庫2、加工施
設、関連商品売場12、売買参加者積込所2、事務所5(書庫含）、駐車
場、食堂喫茶2、守衛所

主要設備

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 89,975人 90,385人 89,964人 市場関係者 　

1日当たり利用者数 295.0人 299.3人 294.0人 〃 　

市場取扱高（千円） 5,125,844 4,781,610 4,565,006 　 　

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

22,467 14,948 14,650 ●平成6年度には市場取扱高が
約98億円であったものが、現
在は約４６億円に減少していま
す。
●建設には国補助金、地方債が
充てられています。
●平成25年度末現在の起債残
高は、元利あわせて約６億５千
万円で、平成29年度償還完了
予定となっています。
●利用者数は、卸売業者2社、
仲卸業者7社、売買参加者など
の従業員約300人が年間を通し
て利用しています。
●平成24年1月1日の火災によ
る火災復旧工事を平成25年度
末に完了しました。また、平成
26年度は、保冷庫改修工事
（当初予算額16,168千円を行
う予定です。
●正職員の人件費は平均給与を
基に算出するため、決算額と一
致しません。また、市が支払う
コストは、一般会計繰入額とし
ています。

需
用
費

24,720 23,847 22,771

9,544 6,040 3,316

28 680 246

1,466 2,251 2,230

22,252 35,396 20,658

206 155 2,174

2,014 8,061 547,376

181,531 181,515 181,515

20,782 23,364 9,239

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 285,010 296,257 804,175

収入 288,997 297,511 805,735

市が支払うコスト 242,250 258,515 226,895

利用者１人あたりのコスト(円) 2,692 2,860 2,522

市民１人あたりのコスト（円） 1,621 1,729 1,518
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耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 371　地方卸売市場水産物市場

所管部署： 水産課

施設の設置目的

　生鮮食料品等の取引の適正化とその生産及
び流通の円滑化を図り、市民の生活の安定に
資することを目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 水産物市場
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市晴海町4-5
駐車可能台数 93台 敷地面積 3,946㎡

管理形態 直営 延床面積 2,317㎡

耐震診断の実施 未実施 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 RC造

－ 主要建物建築年 S54 2階

耐震工事の実施状況 － 避難所の指定  230,285千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設 管理棟、卸売棟、 倉庫

主要設備  製氷施設   活魚槽施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 51,745人 30,960人 29,457人 市場関係者 　

1日当たり利用者数 175.4人 104.9人 100.5人 〃 　

市場取扱高（千円） 1,316,626 1,112,471 1,086,766 　 　

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

7,489 7,474 7,325 ●沿革
昭和54年10月市場建築工事竣
工
昭和54年11月地方卸売市場水
産物市場の業務開始
平成19年４月周南地区４市場
（徳山・櫛ヶ浜・新南陽・下
松）を統合
●建設には国補助金、起債が充
てられています。
●敷地全体3,946㎡は県有地を
含みます。市有地は1,489.68
㎡。
●漁業従事者・売買参加者の高
齢化や、流通の多様化により水
産物市場の取扱高が減少傾向に
あります。
●既存施設の老朽化に伴い、平
成22年度に製氷施設を新設し
ています。なお、工事にあたっ
ては国庫補助金、県支出金、起
債が充てられています。
●正職員の人件費は平均給与を
基に算出するため、決算額と一
致しません。また、市が支払う
コストは、一般会計繰入額とし
ています。

830 830 794

813 813 813

需
用
費

11,374 11,536 12,127

4,379 4,989 4,613

503 194 288

805 837 926

2,508 2,831 2,441

144 539 209

1,775 9,908

4,156 4,170 4,171

2,898 1,022 1,244

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 37,674 45,143 34,951

収入 38,299 45,821 35,738

市が支払うコスト 14,132 21,972 11,225

利用者１人あたりのコスト(円) 273 710 381

市民１人あたりのコスト（円） 95 147 75
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【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 372　徳山動物園

所管部署： 動物園

施設の設置目的

　徳山公園の中に立地し、まちなか動物園として市
民から親しまれるほか、マレーグマ「ツヨシ」や、
H25に導入したスリランカゾウなどの人気もあ
り、市外、県外からも大勢の人を集客できる観光施
設として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 動物園
単独複合施設の別 単独施設

耐震診断の実施 対象外

所在地 周南市大字徳山5846
駐車可能台数 410台 敷地面積 56,230㎡

避難所の指定 有 延床面積 3,708㎡

当初整備費 不明 管理形態 直営 開園年 S35

主な構成施設

施設名 延床面積 施設名 延床面積 施設名

休憩所 102.1㎡ フライングゲージ 146.2㎡

延床面積
ヤマアラシ舎 9.7㎡ ゾウガメ舎 23.6㎡ 動物園事務所 361.7㎡

熱帯サル舎 90.2㎡

猛獣舎 236.5㎡ ボイラー室 29.0㎡ 正面横便所 10.0㎡

ペンギン舎 74.4㎡ エミュー室 17.3㎡ なかよしコーナー 18.8㎡
便所（ゾウ舎前） 10.5㎡ 遊園地便所 34.8㎡ 猛禽舎 58.8㎡

クジャク舎 58.3㎡ ワラビー舎 4.9㎡ ゴミ焼却場 35.4㎡
ツル舎（オシドリ舎） 23.8㎡ 爬虫館 104.5㎡ プレーリー舎 8.8㎡

中央便所 23.5㎡ ハタオリ舎 50.0㎡ レッサーパンダ舎 54.5㎡

中央ステージ 124.8㎡ 管理棟（遊園地） 80.0㎡ 小獣舎 123.0㎡

堆肥舎（シカ） 3.8㎡ モルモット舎 7.7㎡ 展示館 232.7㎡
ホッキョクグマ舎 89.8㎡ 飼料倉庫 34.2㎡ 保護室 40.9㎡

堆肥舎（ゾウ） 16.0㎡ 水禽舎 2.9㎡ 小鳥舎 88.0㎡

カンムリヅル舎 35.0㎡ ゾウキリン舎 259.0㎡ 倉庫 41.4㎡

チンパンジー舎 48.0㎡ ポニー舎 69.6㎡ カワウソ舎 51.1㎡

クマ舎 81.1㎡ カバ舎 124.9㎡ マーラ舎 5.0㎡
売店 32.4㎡ ニホンザル舎 2.7㎡ ミミナガヤギ舎 4.1㎡
野外スタンド 331.5㎡ ダチョウ舎 9.0㎡
売店（弁当類販売所） 13.2㎡ フクロウ舎 9.0㎡

鶏舎 98.5㎡ ラクダ舎 62.0㎡

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 271,834人 278,044人 320,364人 一般市民及び市内、県外の方々 昭和53年がピークで約40万人

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

145,287 144,996 146,500 ●旧徳山市の市制２５周年を
記念して、昭和35年3月20
日に開園しました。
●平成22年にリニューアル計
画を策定し、改修が進められ
ています。（改修事業費約50
億円）
●入園料
大人410円、小人（小・中・
高）100円、未就学児（無
料）※割引制度あり
●開園時間・休館日
夏 9:00～17:00
冬 9:00～16:30
休館日 火曜日
●飼育数
 哺乳綱  40種 176点
 鳥　綱  69種 204点
 爬虫綱  17種 109点
 両生綱    1種      1点
 条鰭綱    1種　　1点
 合計   128種 491点
 （25年度3月末）

0

13,751 14,952 15,801

需
用
費

30,518 31,550 33,002

3,968 4,275 5,355

28,761 28,995 27,937

2,416 2,277 2,443

58,885 102,717 65,864

637 689 4,504

0

2,144 181 198,883

0

16,772 63,454 26,442

支出合計 303,139 394,086 526,731

収入 126,708 124,370 286,198

市が支払うコスト（支出-収入） 176,431 269,716 240,533

利用者１人あたりのコスト(円) 1,115 1,417 1,644

市民１人あたりのコスト（円） 1,180 1,804 1,609
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耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 373　国民宿舎湯野荘

所管部署： 観光交流課

施設の設置目的

　市民の保養、福祉の増進を図るとともに、
観光事業を推進し、湯野地区の振興を図るた
めに設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 国民宿舎
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字湯野4346-2
駐車可能台数 16台 敷地面積 2,743㎡

管理形態 指定管理 延床面積 2,118㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 RC造

－ 主要建物建築年 Ｓ40 2階

耐震工事の実施状況 － 避難所の指定  278,155千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｂ

主な構成施設

主要施設
客室数15（宿泊定員86人）、会義室（100名収容可能）、広間
（100名収容可能）、食堂、厨房、浴場、事務室

温泉

【温泉施設】
湯野泉質 :含弱放射能・アルカリ性単純硫黄温泉
効能:神経痛、リュウマチ、皮膚病など
浴場:大浴場、うたせ湯、ジャグジー、ジェットバス
【立寄入浴】
午前10時～午後8時まで
大人475円、小人216円、幼児（3才以上）108円  ※H26.4.1現在

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 80,101人 80,511人 93,034人 市民一般 　

1日当たり利用者数 229.5人 224.3人 259.9人 〃 　

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

6,515 6,502 6,373 ●指定管理（国民宿舎運営協
会）H23.4.1～H28.3.31

●改修履歴
昭和59年会議室棟増築工事
平成2年浴場棟改修工事
平成2１年トイレ等改修工事

●正職員の人件費は平均給与
を基に算出するため、決算額
と一致しません。
●収入には一般会計繰入金、
前年度繰越金を含みます。
●赤字部分については、翌年
度の歳入を繰り上げて充用し
ています（翌年度歳入繰上充
用金　H23：871千円、
H24：3,693千円、
H25 :  9,962千円）
●市が支払うコストは、一般
会計繰入額としています。

需
用
費

166 167 662

13 13 12

63 63 63

94,117 93,425 93,611

218 218 3,404

1,188 999 3,820

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 102,280 101,387 107,945

収入 94,893 91,192 91,610

市が支払うコスト 218 218 3,404

利用者１人あたりのコスト(円) 3 3 37

市民１人あたりのコスト（円） 1 1 23
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耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 374　石船温泉憩の家

所管部署： 高齢者支援課

施設の設置目的

　高齢者の心身の健康と福祉の増進を図ると
ともに、地域住民との共同利用によりふれあ
いや交流を進め、生きがいづくりを促進する
ために設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 温泉
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字鹿野上1667-4
駐車可能台数 30台 敷地面積 4,013㎡

管理形態 指定管理 延床面積 751㎡

耐震診断の実施 一次済 構造耐震指標(Is値) 0.57 建物構造・階数 RC造

耐震性なし 施設開設年 Ｓ47 2階

耐震工事の実施状況 － 避難所の指定 指定有 25,040千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｂ

主な構成施設

主要施設
食堂、客室5（和室）、デイルーム、浴室（サウナ室）、厨房、ラウン
ジ、事務室、駐車場

温泉

【温泉施設】
大浴場（男1女1）　露天風呂（奇数日-男、偶数日-女）
【立寄入浴】
（市内）60歳以上200円、大人410円、中学生以下100円、小学生
未満無料
（市外）大人610円、中学生以下300円、小学生未満無料

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 46,937人 46,188人 50,259人 市民一般 　

1日当たり利用者数 154.4人 150.9人 164.8人 〃 　

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

749 523 220 ●指定管理（株式会社かの高
原開発）H23.4.1～
H28.3.31
利用料金制

●改修履歴
平成15年浴室改修工事
平成23年温泉源泉ポンプ取替
工事
平成24年便所改修工事

●エレベーターがないなどバ
リアフリー化されていませ
ん。

●敷地のうち1,200㎡を賃借
しています。

需
用
費

805 3,168 597

45

83

120 120 120

8,695 8,695 8,695

1,680 4,064

196

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 12,049 16,811 9,715

収入 118 4,129 126

市が支払うコスト（支出-収入） 11,931 12,682 9,589

利用者１人あたりのコスト(円) 254 275 191

市民１人あたりのコスト（円） 80 85 64
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耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 375　東善寺やすらぎの里

所管部署： 観光交流課

施設の設置目的

　入浴施設や体験工房、販売所や休憩所を併
せ持つ施設で、都市と農村の交流や地域住民
の憩いを目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 温泉
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字小松原1706-1
駐車可能台数 50台 敷地面積 7,819㎡

管理形態 指定管理 延床面積 1,116㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 Ｓ造

耐震性あり 主要建物建築年 H8 1階

耐震工事の実施状況 － 避難所の指定 指定有 388,460千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｂ

主な構成施設

主要施設
やすらぎ館(入浴温泉施設、体験工房施設)、花彩館(ガラス温室)、田舎
の店、ふれあい広場(便所を含む)

温泉

【温泉施設】
大浴場－男1女1　特殊浴室（重度・軽度各1室、要予約）
【立寄入浴】
大人－6１0円　小学生－4１0円　※H26.4.1現在

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 40,735人 36,030人 31,639人 市民一般 　

1日当たり利用者数 131.0人 116.2人 103.7人 〃 　

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

1,573 1,570 1,538 ●指定管理（フジ総業株式会
社）H24.4.1～H29.3.31
利用料金制

●近隣に同種の施設が開設し
たことなどにより利用者が減
少しています。

需
用
費

331 930 2,826

168

5,430 5,430 5,430

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 7,334 8,098 9,794

収入 29 29 29

市が支払うコスト（支出-収入） 7,305 8,069 9,765

利用者１人あたりのコスト(円) 179 224 309

市民１人あたりのコスト（円） 49 54 65

　



周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 376　烏帽子岳ウッドパークキャンプ場

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　地域の特性を生かした自然とのふれあい
や、レジャー、保養による心身のリフレッ
シュを目的に設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字八代
駐車可能台数 － 敷地面積 400㎡

管理形態 直営 延床面積 98㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造

耐震性あり 主要建物建築年 Ｈ2 1階

耐震工事の実施状況 － 避難所の指定 － 25,640千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｅ

主な構成施設

主要施設 キャンプ場：炊飯棟、トイレ、テントサイト

施設内容
【テントサイト】
8区画（無料・要予約）

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 11人 29人 16人 市民一般 キャンプ場

〃 1,200人 1,200人 1,000人 〃 ハイキング等

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

300 299 366 ●年間通して、登山やハイ
キングを楽しまれる方が多
く、キャンプ場の利用は少
ない。

●昭和63～平成2年に山口
県による「烏帽子岳生活環
境保全林整備事業」にて烏
帽子岳ウッドパ－クが設置
されました。その後平成2
年9月に山口県より旧熊毛
町に譲渡されました。団体
営新農業構造改善事業にて
キャンプ場・炊飯棟・トイ
レを整備しています。

●平成25年度にきめ細や
かな臨時交付金を活用して
赤松平トイレの改修工事を
実施しています。

●平成26年度、施設老朽
化により危険と判断し、管
理棟を立ち入り禁止として
います。

需
用
費

65 64 68

47 8 12

16 63 2

26 22 14

190 190 190

3 5 0

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 647 651 652

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 647 651 652

キャンプ場利用者１人あたりのコスト(円) 58,818 22,448 40,750

ハイキング等利用者１人あたりのコスト(円) 539 543 652

市民１人あたりのコスト（円） 4 4 4

　



周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 377　長野山緑地等使用施設

所管部署： 観光交流課

施設の設置目的

　山岳、自然景観等を生かし、家族単位の余
暇利用や青少年の野外活動、自然観察、レク
リエーションなどの利用形態に対応する観光
レクリエーション施設として設置していま
す。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字鹿野上
駐車可能台数 30台 敷地面積 149,400㎡

管理形態 指定管理 延床面積 827㎡

耐震診断の実施 対象外 構造耐震指標(Is値)  建物構造・階数 Ｓ造

 主要建物建築年 Ｓ52 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定  109,720千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｂ

主な構成施設

主要施設
ロッジ、屋内レクリエーション施設 、ログハウス 、バンガロー 、コ
テージ、キャンプ場、休憩所、炊事棟、シャワー棟、便所

施設内容

【ロッジ】定員40人（うち個室4人×3室）宿泊料金　大人1,510円
小人750円　【コテージ】1棟（大人4人収容）１泊12,340円
【バンガロー】９棟（大人5人収容／棟）宿泊料金　1棟3,240円
  ※H26.4.1現在

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 5,521人 6,342人 6,280人 市民一般

1日当たりの利用者数 25.8人 29.6人 29.3人 〃

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

1,498 1,495 1,465 ●指定管理（長野山生活改
善実行グループ）H23.4.1
～H28.3.31

●コテージは寄附により取
得しています。

●平成24年度に、研修棟
外部木製手摺改修工事を実
施しています。

●平成２５年度に、管理棟
屋外トイレ便槽外改修工事
を実施しています。

需
用
費

226 397 295

76

13 105

236 236 236

4,647 4,647 4,647

604 1,176

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 6,607 7,468 7,924

収入 1,011 874 817

市が支払うコスト（支出-収入） 5,596 6,594 7,107

利用者１人あたりのコスト(円) 1,014 1,040 1,132

市民１人あたりのコスト（円） 37 44 48

　



周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 378　せせらぎパーク

所管部署： 観光交流課

施設の設置目的

　鹿野地区のせせらぎパークは、ケビン、
オートキャンプ場を中心とした施設で、都市
住民と農村の交流を目的として設置していま
す。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字鹿野上
駐車可能台数 50台 敷地面積 40,071㎡

管理形態 指定管理 延床面積 643㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造

耐震性あり 主要建物建築年 Ｈ8 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定  217,430千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｂ

主な構成施設

主要施設
キャンプサイト45、ケビン:5 、管理棟、東屋（サニタリー棟、バーベ
キューコーナー）

施設内容

【キャンプサイト】
３２サイト　※ＡＣ電源、ＴＶ受信端子、かまど、流し付き、その他
設備（コインランドリー、水洗トイレ、温水シャワー完備）
利用料金　１サイト１泊（電気代込み）　5,140円　※H26.4.1現在
※広場フリーサイト１３サイト

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 20,922人 20,740人 22,191人 市民一般

1日当たりの利用者数 58.1人 57.8人 61.8人 〃

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

1,123 1,121 1,099 ●指定管理（株式会社かの
高原開発）H23.4.1～
H28.3.31
利用料金制
●せせらぎパークと近接す
る豊鹿里パークは、同じ指
定管理者により一体的な管
理運営が行われています。
●指定管理料はせせらぎ
パークと豊鹿里パークを併
せて支出しているため、面
積按分で算出しています。
●平成23年度はふるさと
雇用制度を活用していま
す。
平成23年度の収入は県補
助金（ふるさと雇用補助
金）です。
●平成23年度にケビン1棟
を増設
●敷地面積のうち5243㎡
（駐車場、フリーのテント
サイト、釣り堀用地）は借
地です。

需
用
費

88 281 274

33 20

7

6,983 5,455 5,455

500 500 500

1,928 1,928 1,928

12,396 252

499 32

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 23,550 9,596 9,256

収入 6,983

市が支払うコスト（支出-収入） 16,567 9,596 9,256

利用者１人あたりのコスト(円) 792 463 417

市民１人あたりのコスト（円） 111 64 62

　



周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 379　豊鹿里パーク

所管部署： 観光交流課

施設の設置目的

　農山村の地域資源を生かした農業体験など
を通して都市住民の農業農村に対する理解を
深め、より一層の交流の増加と地域の活性化
を図ることを目的として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字鹿野上3351-2
駐車可能台数 50台 敷地面積 32,068㎡

管理形態 指定管理 延床面積 586㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造

耐震性あり 主要建物建築年 Ｈ17 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定  470,000千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｂ

主な構成施設

主要施設
センターハウス（加工体験室、文化体験実習室、物販コーナー他）、
クラインガルテン6棟、体験農園（水田３区画、畑２４区画）

施設内容

【クラインガルテン】
木造平屋建て　6棟　農地面積80～135㎡※キッチン・トイレ・シャ
ワー完備
利用料金　246,850円／年＋農地面積×100円／㎡※利用は年間契
約（ただし４年の継続可）　※H26.4.1現在

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 9,125人 10,059人 9,041人 市民一般

1日当たりの利用者数 25.3人 28.0人 25.2人 〃

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

1,123 1,121 1,099 ●指定管理（株式会社かの
高原開発）H23.4.1～
H28.3.31
利用料金制

●せせらぎパークと近接す
る豊鹿里パークは、同じ指
定管理者により一体的な管
理運営が行われています。

●指定管理料はせせらぎ
パークと豊鹿里パークを併
せて支出しているため、面
積按分で算出しています。

●平成24年度に駐車場造
成工事、付帯工事、舗装工
事を実施しています。

需
用
費

72 84

1,759 1,759 1,759

3,317

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 2,882 6,269 2,942

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 2,882 6,269 2,942

利用者１人あたりのコスト(円) 316 623 325

市民１人あたりのコスト（円） 19 42 20
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【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

施設名： 380　かじか小屋

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
　高瀬峡滞在者に休憩場所を提供するとともに、観光事業の振興を図るために設置して
います。

所在地 周南市大字高瀬297 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

正職員 749 747

主要建物建築年 Ｓ61 臨時職員

733

延床面積 29㎡ 嘱託職員

敷地面積 10,442㎡ 人
件
費

建物構造 木造 階数 2階 需
用
費

光熱水費

耐震診断の実施 不要 修繕料

構造耐震指標(Is値) その他

耐震診断の結果 耐震性なし 役務費

避難所指定 － 使用料・賃借料

耐震工事の実施状況 － 委託料

管理形態 直営 指定管理料

駐車可能台数 －

主要設備

丸太小屋 工事請負費

公債費

その他

支出合計 749 747 733

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 749 747 733

市民１人あたりのコスト（円） 5 5 5

施設名： 381　もみじ小屋

特記事項

●高瀬峡保存会に鍵の管理を
委託
●平成22年から利用者なし

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
　高瀬峡滞在者に休憩場所を提供するとともに、観光事業の振興を図るために設置して
います。

所在地 周南市大字高瀬315-2 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

正職員 749 747

主要建物建築年 Ｓ63 臨時職員

733

延床面積 26㎡ 嘱託職員

敷地面積 1146㎡ 人
件
費

建物構造 木造 階数 1階 需
用
費

光熱水費 5 4 4

耐震診断の実施 不要 修繕料

構造耐震指標(Is値) その他

耐震診断の結果 耐震性なし 役務費

避難所指定 － 使用料・賃借料

耐震工事の実施状況 － 委託料

管理形態 直営 指定管理料

駐車可能台数 8台

主要設備

丸太小屋 工事請負費

公債費

その他

支出合計 754 751 737

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 754 751 737

市民１人あたりのコスト（円） 5 5 5

特記事項

●高瀬峡保存会に鍵の管理を
委託
●利用者は平成23年1人、平
成24年0人、平成25年0人

　



周南市施設白書 施設別データ

【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

施設名：

施設分類 産業観光施設 施設区分

【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

施設名： 382　太華山（登山者利用施設）

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
太華山の登山者の利便性の向上を図り観光事業の振興を図るために設置しています。

所在地 周南市大字栗屋 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

正職員 749 747

主要建物建築年 不明 臨時職員

733

延床面積 27㎡ 嘱託職員

敷地面積 52,537㎡ 人
件
費

建物構造 不明 階数 1階 需
用
費

光熱水費 59 41 39

耐震診断の実施 対象外 修繕料 31 142

構造耐震指標(Is値) － その他

1,274 1,274

耐震診断の結果 － 役務費 234 112 109

避難所指定 無 使用料・賃借料

耐震工事の実施状況 － 委託料 1,274

管理形態 直営 指定管理料

駐車可能台数 20台

主要設備

【市所有の建築物】
山頂駐車場便所16.83㎡
登山口便所10.80㎡

工事請負費 377

公債費

その他 48

支出合計 2,772 2,316 2,155

246 246 246

市が支払うコスト（支出-収入） 2,526 2,070 1,909

市民１人あたりのコスト（円） 17 14 13

383　刈尾海水浴場

特記事項

収入

観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
刈尾海水浴場利用者の利便性の確保ために設置しています。

所在地 周南市大津島刈尾 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

敷地面積 1,437㎡ 人
件
費

正職員 749 747 733

延床面積 91㎡ 嘱託職員

主要建物建築年 Ｓ45 臨時職員

建物構造 不明 階数 1階 需
用
費

光熱水費

構造耐震指標(Is値) － その他

8

44 44 38

耐震診断の実施 対象外 修繕料

2,562 2,352

2 2

耐震診断の結果 － 役務費 15 8

避難所指定 無 使用料・賃借料

耐震工事の実施状況 － 委託料 2,651

126 126

管理形態 直営 指定管理料

駐車可能台数 －

主要設備

シャワー室46.40㎡
便所36.10㎡
倉庫9.21㎡

工事請負費

公債費

その他 100 116 113

支出合計 3,559 3,605 3,372

市が支払うコスト（支出-収入） 3,559 3,605 3,372

市民１人あたりのコスト（円） 24 24 23

特記事項

●刈尾海水浴場利用者
H23：1,400人
H24：884人
H25：1,437人

収入

　



周南市施設白書 施設別データ

【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

施設名： 384　湯野温泉関連施設（湯野温泉薬師用地）

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
湯野地区の財産である温泉を地域の活性化と観光振興に結び付けるため所有していま
す。

所在地 周南市大字湯野4188-12 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

正職員

主要建物建築年 不明 臨時職員

延床面積  嘱託職員

敷地面積 81㎡ 人
件
費

建物構造 － 階数 － 需
用
費

光熱水費

耐震診断の実施 － 修繕料

構造耐震指標(Is値) － その他

耐震診断の結果 － 役務費

避難所指定 － 使用料・賃借料

耐震工事の実施状況 － 委託料

管理形態 直営 指定管理料

駐車可能台数 －

主要設備

工事請負費

公債費

その他

支出合計 0 0 0

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0 0

市民１人あたりのコスト（円） 0 0 0

施設名： 385　兼田泉源用地（鉱泉地）

特記事項

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
須金地区の財産である温泉を地域の活性化と観光振興に結び付けるため所有していま
す。

所在地 周南市大字金峰2639-2 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

正職員

主要建物建築年 不明 臨時職員

延床面積  嘱託職員

敷地面積 109㎡ 人
件
費

建物構造 － 階数 － 需
用
費

光熱水費

耐震診断の実施 － 修繕料

構造耐震指標(Is値) － その他

耐震診断の結果 － 役務費

避難所指定 － 使用料・賃借料

耐震工事の実施状況 － 委託料

管理形態 直営 指定管理料

駐車可能台数 －

主要設備

工事請負費

公債費

その他

支出合計 0 0 0

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0 0

市民１人あたりのコスト（円） 0 0 0

特記事項

収入

　



周南市施設白書 施設別データ

【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

施設名： 386　湯野温泉関連施設（第2泉源ポンプ舎）

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
湯野地区の財産である温泉を地域の活性化と観光振興に結び付けるため所有していま
す。

所在地 周南市大字湯野4263 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

正職員

主要建物建築年 Ｓ50 臨時職員

延床面積 9㎡ 嘱託職員

敷地面積 155㎡ 人
件
費

建物構造 ＣＢ造 階数 1Ｆ 需
用
費

光熱水費

耐震診断の実施 対象外 修繕料

構造耐震指標(Is値) － その他

耐震診断の結果 － 役務費

避難所指定 － 使用料・賃借料

耐震工事の実施状況 － 委託料

管理形態 直営 指定管理料

駐車可能台数 －

主要設備

湯野温泉第2泉源ポンプ 工事請負費

公債費

その他

支出合計 0 0

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0

市民１人あたりのコスト（円） 0 0

施設名： 387　湯野温泉関連施設（湯野温泉第1第3泉源ポンプ舎）

特記事項

収入

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
湯野地区の財産である温泉を地域の活性化と観光振興に結び付けるため設置していま
す。

所在地 周南市大字湯野4186-1 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

正職員

主要建物建築年 Ｓ44 臨時職員

延床面積 22㎡ 嘱託職員

敷地面積 210㎡ 人
件
費

建物構造 ＣＢ造 階数 1Ｆ 需
用
費

光熱水費

耐震診断の実施 対象外 修繕料

構造耐震指標(Is値) － その他

耐震診断の結果 － 役務費 79

避難所指定 － 使用料・賃借料

耐震工事の実施状況 － 委託料

管理形態 直営 指定管理料

駐車可能台数 －

主要設備

湯野温泉第1、第3泉源ポ
ンプ

工事請負費

公債費

その他

支出合計 0 79 0

収入 0 79 0

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0 0

市民１人あたりのコスト（円） 0 0 0

特記事項

　



周南市施設白書 施設別データ

【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

【施設の概要】 【施設に関するコスト】 （千円）

コスト計算

施設名： 388　湯野温泉関連施設（駐車場用地）

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
湯野地区の財産である温泉を地域の活性化と観光振興に結び付けるため所有していま
す。

所在地 周南市大字湯野4189-2 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

正職員

主要建物建築年 不明 臨時職員

延床面積  嘱託職員

敷地面積 416㎡ 人
件
費

建物構造 － 階数 － 需
用
費

光熱水費

耐震診断の実施 － 修繕料

構造耐震指標(Is値) － その他

耐震診断の結果 － 役務費

避難所指定 － 使用料・賃借料

耐震工事の実施状況 － 委託料

管理形態 直営 指定管理料

駐車可能台数 －

主要設備

駐車場 工事請負費

公債費

その他

支出合計 0 0 0

収入

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0 0

市民１人あたりのコスト（円） 0 0 0

施設名： 389　夜市川観光親水化用地

特記事項

施設分類 産業観光施設 施設区分 観光交流 所管部署 観光交流課

施設の設置目的
清流を活かした魅力ある温泉郷づくりのため、遊歩道や広場などを河川敷に設置してい
ます。

所在地 周南市大字湯野 区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度

正職員

主要建物建築年 不明 臨時職員

延床面積  嘱託職員

敷地面積 3984㎡ 人
件
費

建物構造 － 階数 － 需
用
費

光熱水費

耐震診断の実施 － 修繕料

構造耐震指標(Is値) － その他

耐震診断の結果 － 役務費

耐震工事の実施状況 － 委託料 40 40 40

駐車可能台数 － 避難所指定 － 使用料・賃借料

管理形態 直営 指定管理料

40 40

主要設備

湯野サンサンロード 工事請負費

公債費

市が支払うコスト（支出-収入） 40 40 40

その他

支出合計 40

市民１人あたりのコスト（円） 0 0 0

特記事項

収入

　



周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 390　大潮田舎の店

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　新鮮かつ安全な地場農産品を、当該施設を
核として消費者の結びつきを強化し、生産、
加工、販売をし、地域の高齢者の生きがい対
策としても地域の活性化に資することを目的
として設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 産業観光その他
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字大潮1386-6
駐車可能台数 5台 敷地面積 3,459㎡

管理形態 指定管理 延床面積 234㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 木造

耐震性あり 主要建物建築年 Ｈ14 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 指定有 55,000千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｂ

主な構成施設

主要施設 本館（研修室、加工室3、直売所、管理室）、便所、給水ポンプ室

主要設備

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 515人 166人 258人 市民一般

1日当たりの利用者数 1.4人 0.5人 0.7人 〃

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

374 374 220 ●指定管理（大潮地区活性化
推進協議会）H24.4.1～
H29.3.31
利用料金制

●新山村振興等農林漁業特別
対策事業により整備

需
用
費 70

6

20

947 947 947

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 1,327 1,341 1,237

収入 0 0 0

市が支払うコスト（支出-収入） 1,327 1,341 1,237

利用者１人あたりのコスト(円) 2,577 8,078 4,795

市民１人あたりのコスト（円） 9 9 8

　



周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 391　あぐりハウス

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　特産物の振興及び栽培技術の向上、新製品
開発研究等を通じ、新時代への産業振興を推
進し、地域の担い手となる若者が誇りと愛着
をもてる地域社会の形成を図ることを目的と
して設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 産業観光その他
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字鹿野上2995-1
駐車可能台数 30台 敷地面積 2,666㎡

管理形態 直営 延床面積 494㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 Ｓ造

耐震性あり 主要建物建築年 Ｈ3 2階

耐震工事の実施状況  避難所の指定 指定有 148,740千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｅ

主な構成施設

主要施設
培養操作室、馴化室、検定分析室、事務室、研修室、情報収集室、加
工実習室

施設内容
バイオテクノロジ によるわさび等の優良種苗を培養する研究開発施
設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 730人 693人 734人 農業生産団体市民一般

1日当たりの利用者数 3.0人 2.8人 2.0人 〃

生産物売上（千円） 1,316 875 773

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

220 ●平成25年度に空調設備
の改修を、平成23年度に
屋外ビニールハウスを建設
しています。

●研究開発施設としてだけ
でなく、会議等にも使用可
能です。

●農村地域わかもの定住圏
等整備事業により整備され
たものです。

2,899 2,900 2,902

需
用
費

899 909 921

196 78 62

464 426 262

206 155 154

1,317 146 130

15 15 14

10,475

467 559 279

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 16,938 5,188 4,944

収入 12,346 889 783

市が支払うコスト（支出-収入） 4,592 4,299 4,161

利用者１人あたりのコスト(円) 6,290 6,203 5,669

市民１人あたりのコスト（円） 31 29 28

　



周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 392　八代農産物加工所

所管部署： 農林課

施設の設置目的

　地域農産品の加工による生産性、収益性の
向上と少子高齢化が進む地域の活性化を目的
に設置しています。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 産業観光その他
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市大字八代826-6
駐車可能台数  敷地面積 157㎡

管理形態 指定管理 延床面積 156㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 S造

耐震性あり 主要建物建築年 H8 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定  46,000千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 E

主な構成施設

主要施設
みそ加工室、みそ熟成室、倉庫、もち加工室、惣菜製造室、包装室、
事務室、試食室

施設内容
指定管理者である周南農業協同組合が雇用した地元農家の女性グルー
プが、パン、もち及び味噌の加工販売を行っています。

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

加工製品販売額（千円） 7,099 6,899 6,948

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●指定管理（周南農業協協同
組合）H24.4.1～H27.3.31

●利用料金制による独立採算
施設となっています。

●地域農業基盤改善事業によ
り整備されています。

需
用
費

0 0 0

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 0 0 0

収入 0 0 0

市が支払うコスト（支出-収入） 0 0 0

利用者１人あたりのコスト(円) － － －

市民１人あたりのコスト － － －

　



周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

施設名： 393　長田フィッシャリーナ

所管部署： 水産課

施設の設置目的

　プレジャーボート用の係留場所を整備する
ことにより、漁船とプレジャーボートの棲み
分けを促し、漁業振興と海洋レクリエーショ
ンの普及を目的に平成17年度に設置していま
す。

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 産業観光その他
単独複合
施設の別

単独施設

所在地 周南市長田町2220-370
駐車可能台数 50台 敷地面積 28,076㎡

管理形態 直営 延床面積 13㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数 RC造

耐震性あり 主要建物建築年 Ｈ18 1階

耐震工事の実施状況  避難所の指定  152,673千円

　 ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 Ｂ

主な構成施設

主要施設 浮桟橋（72隻分）、便所

施設内容 プレジャーボートの浮体係留施設、防波堤を備える施設

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

年間延べ利用者数 6,935人 6,570人 6,570人 プレジャーボート所有者

1日当たりの利用者数 19.0人 18.0人 18.0人 〃

係船料収入（千円） 2,888 2,354 2,387

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

3,745 3,737 3,663 ●延床面積はトイレの面積
のみとなります。

●主要建物建築費は、係留
施設など全体を含めた工事
費を計上しています。

需
用
費

120 143 145

80 644 982

23 35 50

52 32

513 643 642

18

減価償却費(公営企業会計のみ)

支出合計 4,499 5,254 5,514

収入 2,888 2,354 2,387

市が支払うコスト（支出-収入） 1,611 2,900 3,127

利用者１人あたりのコスト(円) 232 441 476

市民１人あたりのコスト（円） 11 19 21

　



周南市施設白書 施設別データ

耐震診断の結果

主要建物建築費

複合（併設）施設

【施設の利用状況】

【施設に関するコスト】 （千円）

正職員

嘱託職員

臨時職員

光熱水費

修繕料

その他

役務費

委託料

使用料・賃借料

指定管理料

工事請負費

公債費

その他

コスト計算

市民１人あたりのコスト（円）

市が支払うコスト（支出-収入）

利用者１人あたりのコスト(円)

支出合計

収入

減価償却費(公営企業会計のみ)

需
用
費

区分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 【特記事項】

人
件
費

●指定管理（周南ツーリズム
協議会）H26.4.1～
H31.3.31

1日当たりの利用者数 ー － ー 〃

年間延べ利用者数 － － － 市民一般、旅行者

平成23年度 平成24年度 平成25年度 主な利用者 備考

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰの状況 A

主な構成施設

主要施設
物販販売施設、製造販売施設、軽食コーナー、研修交流室、情報発信
コーナー、防災備蓄倉庫、事務所、トイレ

主要設備 空調設備、照明設備、防災井戸

耐震性あり 主要建物建築年 Ｈ２６ 1階

耐震工事の実施状況 － 避難所の指定 指定有 500,000千円

1,688㎡

耐震診断の実施 不要 構造耐震指標(Is値) 新耐震 建物構造・階数
鉄骨造（大屋根）木造（物販棟・研修
棟）

複合施設

所在地 周南市大字戸田2713
駐車可能台数 170台 敷地面積 10,024㎡

管理形態 指定管理 延床面積

【施設の概要】

施設分類 産業観光施設 施設区分 産業観光その他
単独複合
施設の別

施設名： 1140　道の駅ソレーネ周南

所管部署： 農林課

施設の設置目的

「オール周南で24時間周南ブランド発信」を
基本コンセプトにし、道路利用者の利便性の
向上、地域の活性化、農林水産業の振興を図
るために設置しております。

　


